
■人口 17,773 人（ー14）
　男性 8,694 人（ー 10）
　女性 9,079 人（ー４）
■世帯 6,660 戸（＋３）
※平成 23. ９.１現在
　　　（ ）内は対前月比
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曼ま

ん

じ

ゅ

し

ゃ

げ

珠
沙
華
あ
つ
け
ら
か
ん
と
道
の
端

　

夏
目
漱
石

「曼珠沙華（マンジュシャゲ）」とはヒガン
バナのこと。お彼岸のころ開花することか
ら「彼岸花」と呼ばれています。町内でも、
道端や田畑など人の生活に近い場所で普通
に見られ、真っ赤な花と秋空が見事なコン
トラストを描きます



町
に
入
っ
て
き
た
お
金

　

平
成
22
年
度
の
町
の
一
般
会
計
歳

入
総
額
は
、
95
億
８
５
５
１
万
８
千

円
で
す
。
こ
れ
は
町
民
税
や
財

産
収
入
な
ど
の
町
で
自
ら
確
保

で
き
る
お
金
（
自
主
財
源
）、

28
億
４
１
４
９
万
９
千
円
と
、
地
方

交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
（
依
存
財

源
）
67
億
４
４
０
１
万
９
千
円
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
最
も
大
き
な
割

合
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
町
税
は
、
１
人
あ
た
り

約
10
万
２
千
円
で
し
た
。

町
で
使
っ
た
お
金

　

歳
出
額
の
目
的
別
歳
出
グ
ラ
フ
を

作
り
ま
し
た
。
目
的
別
と
は
土
木
費

や
教
育
費
な
ど
行
政
目
的
に
よ
っ
て

分
類
し
て
あ
る
グ
ラ
フ
で
す
。

　

一
般
会
計
の
支
出
総
額
は

87
億
６
０
５
６
万
６
千
円
に
な
り

ま
す
。
福
祉
全
般
を
担
う
民
生
費

が
22
億
５
７
３
２
万
３
千
円
で
も

っ
と
も
多
く
、
次
い
で
役
場
管

理
費
や
職
員
人
件
費
、
地
域
活
性

化
対
策
３
事
業
を
行
っ
た
総
務

費
14
億
１
３
８
０
万
４
千
円
、
借

金
の
返
済
金
に
あ
た
る
公
債
費

14
億
３
３
６
万
７
千
円
と
続
き
ま

す
。
歳
出
決
算
額
を
町
民
１
人
あ
た

り
に
換
算
す
る
と
、
約
49
万
に
な
り

ま
し
た
。

　

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た

金
額
は
８
億
２
４
９
５
万
２
千

円
と
な
り
、
来
年
度
に
繰
り
越

し
た
事
業
費
に
充
て
る
た
め
の

３
０
６
７
万
５
千
円
を
差
し
引
い
た

７
億
９
４
２
７
万
７
千
円
が
翌
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
町
の
家
計
簿
と
も
い

う
べ
き
「
決
算
」
に
興
味
が
あ
り
ま

す
か
？
ど
れ
く
ら
い
税
金
を
払
っ
て

い
て
、
そ
れ
が
ど
ん
な
使
わ
れ
方
を

し
て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
す
か
。

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
提
出
、

認
定
さ
れ
た
平
成
22
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
国

民
健
康
保
健
特
別
会
計
ほ
か
17
会

計
）
及
び
上
水
道
・
病
院
事
業
会
計

の
内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 22年度決算 10
2011
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地方交付税 (41.8%)
40億470万6千円

地方譲与税 (0.8%)
7,357万5千円

国庫支出金 (9.3%)
8億9,310万4千円 

県支出金 (5.3%)
5億849万9千円

町債 (10.8%)
10億3,813万5千円

各種交付金等 (2.4%)
2億2,600万円

町税 (18.9%)
18億1,453万8千円

分担金・負担金 (1.9%)
1億8,639万4千円

財産収入・繰入金
5,524万1千円 (0.6%)

繰越金 (6.2%)
5億8,965万6千円

諸収入 (0.8%)
8,040万5千円

使用料等 (1.2%)
1億1,526万5千円

依
存
財
源

自
主

   

財
源

■地方交付税　どこの自
治体でも、同程度の住民
サービスが提供できるよう
に国から交付されるお金
■地方譲与税　国から国
税として徴収した租税を、
譲与されるお金

■国庫、県支出金　事業
を行うための国、県からの
負担金や補助金など
■町債　事業などを行う
ために借り入れたお金
■町税　町民税や固定資
産税などの税金
■繰入金　各種基金など
から一般会計へ繰り入れ
たお金

■�議会費　議員等への報酬、議
会広報発行など議会の運営
■�総務費　役場管理費や人件費、

負担金、選挙、広報紙発行など
■�民生費　社会福祉に関するも

の、つむぎの湯などの維持管理
■�衛生費　総合健診や母子保健、

公害対策、ごみなど環境衛生
■�農林水産業費　農道整備や土

地改良事業など農林業の振興

■�商工費　商工会運営費補助ほ
か商工業の振興
■�土木費　道路のや河川の整備、

町営住宅の建設、維持管理など
■�消防費　消防団活動や防災の

まちづくり
■�教育費　学校教育や社会体育、

生涯学習
■�公債費　町が建設事業などを

実施するときに借りたお金の返
済金

議会費 (0.8%)
7,069万9千円

総務費 (16.1%)
14億1,380万4千円

民生費 (25.8%)
22億5,732万3千円

衛生費 (11.5%)
10億1,152万5千円農林水産業費 (3.6%)

3億1,460万円
商工費 (1.5%)
1億3,079万円

土木費 (10.4%)
9億922万4千円

消防費 (1.6%)
1億4,031万9千円

教育費 (8.9%)
7億8,399万1千円

公債費 (16%)
14億336万7千円

諸支出金 (3.7%)
3億2,492万4千円

歳出合計
87億6,056万6千円

【収入の種類】

【歳出の種類】



町
の
借
金

　

町
全
体
の
借
入
金
の
総
額
は

２
５
１
億
７
３
３
３
万
２
千

円
、
内
訳
は
一
般
会
計
分

１
１
０
億
９
０
３
９
万
円
、
特
別
会

計
分
１
４
０
億
８
２
９
４
万
２
千
円

に
な
り
ま
す
。
町
民
１
人
あ
た
り
に

換
算
す
る
と
、
町
全
体
で
１
４
１
万

円
に
な
り
ま
す
。
な
お
平
成
21
年

度
と
比
較
し
た
場
合
、
町
全
体
で

６
億
９
８
７
万
９
千
円
削
減
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
公
債
費
の

発
行
額
の
抑
制
、
繰
り
上
げ
償
還
な

ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

財
政
健
全
化
の
指
標

　

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
国
で
定
め
た
財
政
指
標

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
治
体
の
財

政
状
況
を
明
ら
か
す
る
も
の
で
、
指

標
が
基
準
を
上
回
っ
た
自
治
体
に

は
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
計
画

の
策
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
算

定
の
結
果
、
本
町
で
は
い
ず
れ
の
指

標
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
る
数

値
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
も
数
値
が

下
回
り
ま
し
た
。
今
後
も
健
全
な
行

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
に
は
次
の
表
の
と
お
り

た
く
さ
ん
の
事
業
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
り
の

あ
る
も
の
で
す
。
な
か
で
も
国
民
健

康
保
険
・
介
護
保
険
・
公
共
下
水
道

な
ど
の
各
特
別
会
計
の
割
合
が
高
く

福
祉
や
生
活
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

の
推
進
が
見
て
と
れ
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

　

公
営
企
業
会
計
と
は
、
民
間
企
業

と
同
じ
よ
う
に
事
業
で
収
益
を
あ
げ

て
、
そ
の
収
益
に
よ
り
運
営
を
行
っ

て
い
る
会
計
で
す
。
本
町
で
は
上
水

道
事
業
と
病
院
事
業
が

あ
り
ま
す
。

　

収
入
に
対
す
る
支
出

の
不
足
額
は
、
積
立
金

な
ど
で
補
て
ん
し
て
い

ま
す
。

10
2011
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■平成 20 年度特別会計
会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険（事業勘定） 21 億 3,703 万 4 千円 20 億 7,076 万 3 千円 6,627 万 1 千円
国民健康保険（直診勘定） 8,728 万 2 千円 7,790 万 4 千円 937 万 8 千円

老人保健 153 万 5 千円 153 万 5 千円 0 円
介護保険 17 億 8,120 万 8 千円 17 億 2,832 万 7 千円 5,288 万 1 千円

介護サービス事業 1,260 万 1 千円 410 万 5 千円 849 万 6 千円
訪問看護ステーション西八代 2,487 万円 2,349 万円 138 万円

簡易水道 2 億 2,167 万 5 千円 2 億 1,030 万 1 千円 1,137 万 4 千円
公共下水道事業 9 億 2,351 万円 8 億 8,692 万 9 千円 3,658 万円

農業集落排水事業 3,510 万 7 千円 3,456 万 9 千円 53 万 9 千円
戸別浄化槽整備推進事業 663 万 2 千円 524 万 4 千円 138 万 8 千円

温泉事業 4,887 万 7 千円 4,881 万 9 千円 5 万 9 千円
恩賜県有財産保護管理事業 233 万 3 千円 10 万 5 千円 222 万 8 千円

市川財産区 150 万 5 千円 1 万 6 千円 149 万円
高田財産区 83 万 8 千円 1 万 8 千円 82 万円
大同財産区 330 万円 2 万 3 千円 327 万 7 千円

歌舞伎文化公園管理 3,073 万 2 千円 2,928 万円 145 万 2 千円
後期高齢者医療 1 億 9,359 万 9 千円 1 億 8,967 万 3 千円 392 万 6 千円

0

50

100

150

200

250

300

Ｈ20年度末 Ｈ21年度末 Ｈ22年度末

特
別
会
計

一
般
会
計

144億7,806万72千円

113億514万4千円

110億9,039万円

140億8,294万2千円

251億7,333万2千円

113億514万4千円

144億7,806万7千円

110億9,039万円

140億8,294万2千円

257億8,321万1千円

251億7,333万2千円

合計

（億円）

109億1,013万9千円

149億4,268万6千円

109億1,013万9千円

149億4,268万6千円

258億5,282万5千円

■公営企業会計
〈上水道事業〉 事業収益（収入） 事業費用（支出）

収益的収入及び支出 1 億 3,940 万 1 千円 1 億 6,261 万 3 千円
資本的収入及び支出 1,999 万 1 千円 9,584 万 8 千円
〈病院事業〉 事業収益（収入） 事業費用（支出）

収益的収入及び支出 19 億 5,373 万 5 千円 19 億 7,051 万 7 千円 
資本的収入及び支出 1 億 1,827 万 1 千円 2 億 296 万 7 千円 

■借入金の推移

特別会計・企業会計�他

■財政健全化比率　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
項目 22 年度年度 21 年度年度 早期健全化基準 財政健全化基準

実質赤字比率 -12.91 -9.24 14.36 20.00 

実質連結赤字比率 -17.04 -12.61 19.36 35.00 

実質公債費比率 12.9 15.1 25.00 35.00 

将来負担比率 104.5 124.8 350.0 ー

※実質赤字比率�連結赤字比率��字の��������実質赤字比率�連結赤字比率��字の����������������������

【問い合わせ】町財政課財政係☎ 055-272-6091
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３
館
ど
こ
で
も
使
え
る
図
書
館
利

用
カ
ー
ド

　

本
館
・
三
珠
分
館
・
六
郷
分
館
、

ど
こ
で
も
使
え
る
共
通
の
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
で
す
。
旧
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
早
め
に
図
書

館
で
交
換
し
て
下
さ
い
。

信じよう、本の力

～根津ピアノの音色��もに～

【日時】10 月 22 日 ㈯ 午後７時～８時 30 分
【場所】市川大門町民会館２階ロビー
【内容】『万引き』（井上ひさし）

/『クチビル』（佐野洋子）『警視
総監賞』( 向田邦子 )　ほか
※今年も、金子みすずの作品を
根津ピアノと共にお届けします。

図 書 館   朗読サロン

～美しい景観、地域の歴史や文化に触れて～

【日時】10/10（月・祝）午前９時 30 分～正午
【集合場所】町役場六郷庁舎駐車場
【テー�】六郷地区を訪ねて

※定員 20 名になり次第締め切り
※ 申し込みが必要です。《町立図書館

本館☎ 055-272-8888 まで電話に
てお申し込み下さい》

図書館 歴史ウォーキング

10/27 ～ 11/ ９
　　　　2011年（第 65�回）「読書週間」

　皆さんは図書館を利用したことがありますか？
また、図書館のことをどのくらい知っています
か？図書館は、本を借りるだけではありません。
たくさんの情報があり、いろいろな世界へと誘っ
てくれる楽しい場所です。
　10月 27 日から 11月９日は読書週間です。読
書週間は、まだ戦火の傷痕がいたるところで残っ

ていた昭和 22 年。「読書の力によって平和な文
化国家をつくろう」の決意のもとに始まって以来
60年以上にわたり続けられてきました。
　ぜひこの機会に、図書館に親しんでみて下さい。
そして本の力を信じてみて下さい。
　今回は図書館の活用の方法をご紹介します。

借
り
た
い
本
の
予
約
が
で
き
る

　

ど
こ
で
も
、
ど
の
図
書
館
で

も
予
約
が
で
き
ま
す
。
お
探
し

の
本
が
、
町
内
の
図
書
館
に
所

蔵
し
て
い
な
い
場
合
、
県
内
の

図
書
館
や
国
会
図
書
館
な
ど
の

県
外
の
図
書
館
か
ら
も
借
り

受
け
提
供
し
ま
す
。

借
り
た
本
は
ど
こ
で
も
返
却

　

借
り
た
図
書
は
、
ど
こ
の

図
書
館
へ
返
却
し
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
視
聴
覚

資
料
は
、
本
館
へ
返
却
し
て

下
さ
い
。

蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

　

３
館
い
ず
れ
の
図
書
館

で
も
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の

蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
で
自

由
に
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
。

※郷土資料コーナー
　町の地場産業である和紙、書、
印章などの資料や、市川團十郎
発祥の地である歌舞伎の資料な
どを取りそろえてあります。

※行政資料コーナー
　町で作成した冊子などを展示
しています。

※雑誌コーナー　３館で約 90
種類の雑誌が置いてあります。
今年度から『野菜だより』『う
かたま』『ベースボールマガジ
ン』を新たに揃えました。

※レファレンスサービス　図書館の資料を調べ、
身近な疑問などにお答えするサービスです。資料
が見つからない、調べ方がわからない時など、お
気軽にご相談下さい。

※コピーサービス　著作権の範囲内で、
図書館所蔵の資料に限り１枚 20 円でコ
ピーをすることができます。

まだまだあるぞ！図書館の便利なサービス知識を広げる多彩なイベント
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「写真展 ～澄んだ囀
さえず

りが美しく」一瀬和一氏（市川大門）
期間：10/ ４㈫ ～ 11/29 ㈫

　秋の風は急ぎ足で里山を訪れ、落葉の季節を迎え
る頃、小鳥たちが遠く海を渡って帰ってきます。風に
揺れる赤く熟れた木の実、染め
上げられた落葉の１枚１枚の色
合。山路には色鮮やかなきのこ
たち、雑木林は飽きることのな
い魅力的で、自然が一杯です。

新 書図着

『地下鉄で行く江戸
・東京ぶらり歴史散歩』

（東京歴史研究会 / かんき出版）

　家族はみんな、白、黒、ぶちなどネコらしい色や模様
なのに、１匹だけ赤い色をしたあかねこ。自分では赤い
色が好きなのに皆は同情するばかり。自分を認めてもら
えないあかねこは、ある日家を出ることに…。切なくも
前向きな気持ちになれる感動の一冊です。

　「五色不動」「六地蔵尊」「八所八幡宮」「東京十社」な
ど江戸時代を語る歴史遺産のほとんどは、23 区内に息づ
き東京メトロと都営地下鉄で回れてしまう。世界一の都
市づくりの全貌から暮らしぶりまで 260 年のドラマを、
切符片手に見て、歩いて楽しむための歴史読本。

■児童向け

■一般向け

展示コーナー（本館）

■本　　館ー [ 乳幼児 ] 10/27 ㈭ 11:00 ～ 11:30
■三珠分館ー [ 幼児～小学 ] 毎週㈫ 16:30 ～ 17:00
　　　　　　 [ 乳幼児 ] 10/25 ㈫ 11:15 ～ 11:45
■六郷分館ー [ 幼児～小学 ] 10/18 ㈫ 15:30 ～ 16:00

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

　作者の柴田トヨさんは、90
歳をすぎてから詩を書き始めま
した。苦労したからこそ生まれ
てくる、やさしくあたたかな言
葉の数々。これを読むと、大
切な人たちに会いたくなります。

（Ｍ . Ｋ / 女性 70 代）

『くじけないで』
 （柴田トヨ / 飛鳥新社）

わたしの
一冊

『わたしはあかねこ』
（サトシン・作

　西村敏雄・絵 / 文溪堂）

『長友佑都』（スポーツ伝説研究会 / 汐文社）
『ぞうさんのおとしあな』（高畠純 / ポプラ社）
『パンダもの知り大図鑑』（倉持浩 / 誠文堂新光社）
『15 歳の志願兵 ジュニア版』（大森寿美男 / 汐文社）
『クマのあたりまえ』（魚住直子 / ポプラ社） ほか

『水底フェスタ』（辻村深月 / 文藝春秋）
『峠うどん物語（上）』（重松清 / 講談社）
『神君家康の密書』（加藤廣 / 新潮社）
『まともな家の子供はいない』（津村記久子 / 筑摩書房）
『死を語り生を思う』（五木寛之 / 角川書店） ほか

はやく読みたい！ 新
着

（一般向き）

（児童向き）

　図書館では、読み聞かせや各種イベントでの出し
物を提供する、図書館ボランティアグループが活躍
しています。
　本館での活動を中心とする「トトロ」、その「トト
ロ」の子どもたちが中心となって結成した「まっく
ろくろすけ」。三珠分館を中心に活動する「耳をすま
せば」。六郷分館を活動拠点とする「つくしの会」が
活動しています。
　その中で、長年の地道な
活動が実を結び「子どもの
読書活動優秀実践団体」と
して、今年度「トトロ」が
文部科学大臣より表彰さ
れることになりました。

図書館行事を華やかに演出する

「図書館ボランティア」
「トトロ」が「平成 23 年度子どもの読書活動優秀
実践団体」として表彰

読みきかせをするトトロのメンバー

【各図書館の開館時間�連絡先】
■本館　9:00 ～ 17:00（木曜日は 19:00 まで）☎ 055-272-8888
■三珠分館　9:00 ～ 17:00　☎ 055-272-1204
■六郷分館　［平日］正午～ 19:00［土・日］9:00 ～ 17:00
　　　　　　☎ 0556-32-2002

【休館日】全館とも毎週月曜・祝日・年末年始
　　　　　※本館のみ月の最後の平日

蔵書点検のため休館します（各分館）
　三珠分館・六郷分館では、蔵書点検のため次の期
間休館させていただきます。

【三珠分館】10 月３日 ㈪ ～ ５日 ㈬
【六郷分館】10 月６日 ㈭ ・ ７日 ㈮
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地域の文化に親しもう

『蛾眉』第 40号

『曽根峯』第 46号

『峡南の郷土』第 51集

市川大門地区文化協会 / 600 円

三珠地区文化協会 / 500 円

峡南郷土研究会 / 500 円（近日発行）

　
『
蛾
眉
』
は
昭
和
45
年
に
伝
統
文

化
の
継
承
、
文
化
活
動
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
市
川
大
門

町
文
化
協
会
の
文
化
部
文
芸
誌
と
し

て
昭
和
46
年
６
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
17
年
に
三
町
が
合
併
し
た

後
は
、
市
川
三
郷
町
市
川
地
区
文
化

協
会
の
文
芸
誌
と
し
て
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
に
よ
る
エ
ッ
セ
ー
、

小
説
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な

ど
幅
広
い
分
野
の
作
品
が
数
多
く
掲

載
さ
れ
、
カ
ラ
ー
の
表
紙
、
グ
ラ
ビ

ア
ペ
ー
ジ
で
会
員
の
作
品
や
活
動
の

様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
も

特
徴
で
す
。

　

三
珠
町
文
化
協
会
は
昭
和
47
年
に

設
立
さ
れ
、
翌
昭
和
48
年
10
月
に
会

誌
第
１
集
『
山
峡
』
を
発
行
し
ま
し

た
。
翌
昭
和
49
年
５
月
に
は
、
名
前

を
『
曽
根
峯
』
に
変
え
、
会
誌
第
２

集
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

以
後
『
曽
根
峯
』
の
名
前
で
毎
年

発
行
さ
れ
、
三
町
合
併
後
も
市
川
三

郷
町
三
珠
地
区
文
化
協
会
の
会
誌
と

し
て
引
き
継
が
れ
、
エ
ッ
セ
ー
、
短

歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
地
域
の
方
々

の
文
芸
作
品
発
表
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
絵
は
、
創
刊
当
時
文
化
協

会
顧
問
で
あ
っ
た
画
家
、
故
土
屋
義

朗
氏
が
描
い
た
も
の
で
す
。

　

峡
南
郷
土
研
究
会
は
峡
南
地
区
の

歴
史
、
民
俗
、
自
然
な
ど
の
調
査
研

究
を
行
い
、
郷
土
文
化
の
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
41
年

４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
峡
南
の
郷
土
』
は
昭
和
42
年
６

月
に
研
究
発
表
の
場
と
し
て
創
刊
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

会
員
を
中
心
に
『
峡
南
の
郷
土
』

に
投
稿
さ
れ
た
論
文
、
報
告
な
ど
は

考
古
、
古
文
書
、
宗
教
、
芸
能
、
伝

説
、
産
業
、
交
通
、
地
名
、
方
言
、

姓
氏
、
人
物
、
自
然
な
ど
幅
広
い
分

野
に
及
び
、
峡
南
地
区
の
埋
も
れ
た

歴
史
、
民
俗
を
掘
り
起
こ
し
た
貴
重

な
記
録
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

教育委員会、文化協会な
どで発行し�そのほかの
郷土資料集

■市川大門町の石造物

（市川大門町教育委員会 /1995
年発行）1,000 円

■市川大門町所蔵文書目録

（市川大門町教育委員会 /1995
年発行）1,000 円

■秋山家所蔵［勤役中日記］

（市川大門町教育委員会 /1996
年発行）1,000 円

■市川大門町誌稿本・高田村誌

（市川大門町教育委員会 /1997
年発行）1,000 円

■市川大門町所蔵和紙関係古文書

（市川大門町教育委員会 /1998
年発行）1,000 円

■市川大門町諸家所蔵御用紙関

係文書

（市川大門町教育委員会 /1999
年発行）1,000 円

■市川大門町所蔵村治関係古文書

（市川大門町教育委員会 /2001
年発行）1,000 円

■市川大門町所蔵　法・貯穀・

陣屋�郷宿　関係古文書

（市川大門町教育委員会 /2002
年発行）1,000 円

　市川三郷町では合併前から三珠、市川、六郷そ
れぞれに文化協会が設立され、自主的な活動のも
と文化活動の振興を図っています。その成果は各
地区の文化展などで発表されてきました。また三
珠、市川の文化協会ではそれぞれ文芸誌を発行し

多くの人に親しまれています。地域の歴史、民俗
などを調査、研究する峡南郷土研究会も長い活動
期間の中で大きな成果を修めています。
　今年度も新刊が発行されました。この機会に地
域の文化活動に親しんでみてはいかがでしょう？

【問い合わせ】町教育委員会学術文化係

☎ 055-272-6094

町立図書館でも『蛾眉』
『曽根峯』『峡南の郷土』
のバック�ンバーが閲
覧できます

ほんのひとこと
町立図書館です

10
2011
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「
風
景
づ
く
り
住
民
懇
談
会
」

メ
ン
バ
ー
募
集

　

市
川
三
郷
町
は
、
御
坂
山
地
の
山
な

み
、
芦
川
渓
谷
や
四
尾
連
湖
な
ど
の
水

辺
、
の
ど
か
な
里
山
と
農
村
、
甲
府
盆

地
を
望
む
優
れ
た
眺
望
な
ど
美
し
い
風

景
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
寺

や
史
跡
な
ど
の
歴
史
文
化
的
景
観
、
趣

き
の
あ
る
建
造
物
、
水
路
、「
ひ
や
」

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
往
時
の
面
影
を
残

す
街
並
み
な
ど
、
特
色
あ
る
景
観
が
数

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
そ
う
し
た
景
観
を
守
り
育
て

次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、「
市

川
三
郷
町
景
観
計
画
」
の
策
定
に
着
手

し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
３
カ
年
で
景

観
計
画
の
検
討
を
行
い
、
平
成
26
年
度

の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
計
画
策
定
の
手
順
と
方
法

　

景
観
は
、
近
く
か
ら
遠
く
ま
で
の
眺

め
が
重
な
り
合
っ
て
構
成
さ
れ
る
た

め
、
私
有
地
、
公
共
用
地
な
ど
の
区
別

は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
景
観
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
住
民
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
景
観
計
画
の
策
定
で
は

住
民
に
よ
る
検
討
組
織
を
設
置
し
、
住

民
か
ら
の
意
見
、
提
案
を
基
に
調
整
や

協
議
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
手
法
で
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
原
案
を
公

開
し
て
広
く
意
見
を
募
集
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
計
画
を
定
め

ま
す
。

■
風
景
づ
く
り
住
民
懇
談
会

　

景
観
計
画
に
住
民
の
意
見
や
提
案
を

反
映
す
る
た
め
、
住
民
の
立
場
で
景

観
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
景
観

の
将
来
像
や
景
観
づ
く
り
の
方
向
な
ど

を
ま
と
め
て
い
く
住
民
検
討
組
織
と
し

て
、「
風
景
づ
く
り
住
民
懇
談
会
」
を

設
置
し
ま
す
。「
風
景
づ
く
り
住
民
懇

談
会
」
は
、
下
記
の
要
領
で
メ
ン
バ
ー

を
募
り
、
話
し
合
い
は
メ
ン
バ
ー
が
公

平
な
立
場
で
協
働
作
業
を
行
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
手
法
で
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
住
民
懇
談
会
メ
ン

バ
ー
は
、
地
域
や
各
種
団
体
の
代
表

に
お
願
い
す
る
ほ
か
、
風
景
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
住
民
の
皆
様
を
募
集

し
ま
す
。

■
対
象

　

18
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

■
募
集
人
数

　

�

30
名
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
）

■
開
催
回
数

　

�

平
成
23
年
12
月
か
ら
平
成
24
年
８

月
頃
ま
で
の
期
間
で
、
平
日
の
午

後
７
時
か
ら
２
時
間
程
度
、
合
計

５
回
程
度
を
予
定

■
申
し
込
み
期
限

　

10
月
31
日
㈪

■
申
し
込
み
方
法

　

�

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
、

名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

�

町
建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
０

　

FAX

０
５
５（
２
７
２
）５
６
０
１

「
市
川
三
郷
町
景
観
計
画
」を

策
定
し
ま
す

　
　
　
　

市
川
三
郷
町
ら
し
い
景
観
を

守
り
、
創
り
、
育
て
る

町
の
優
れ
た
自
然
景
観
、
歴
史
文
化
的
景
観
、
ま
ち
な
み
や
集
落
景
観

を
住
民
共
有
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
し
て
守
り
育
て
、
新
た
な
魅

力
あ
る
景
観
を
創
造
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、「
市
川
三

郷
町
景
観
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す

平成 23 ～ 25 年度検討
平成 26 年度策定予定

▲芦川渓谷

▲富士川�六郷の町並み

▲柿の木の辻

10
2011
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誕
生氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

８月
届出分

（敬称略）

あ
な
た
ら
し
く
…

　
　
　

私
ら
し
く
…

　

あ
る
Ｃ
Ｍ
か
ら
流
れ
て
い
た

「
こ
れ
で
い
い
の
だ
！
」
と
い
う

赤
塚
不
二
夫
さ
ん
の
言
葉
に
、
私

は
ふ
と
心
を
引
か
れ
た
。
そ
し
て

そ
の
Ｃ
Ｍ
は
「
あ
な
た
は
あ
な
た

で
い
い
の
だ
」
と
続
い
た
。
そ

う
だ
…
私
ら
し
く
あ
な
た
ら
し
く 

―
―

 

そ
う
思
え
ば
案
外
楽
に
な

る
。『
こ
う
あ
ら
ね
ば
…
、
こ
う

し
な
け
れ
ば
…
』
と
い
う
概
念
か

ら
解
き
放
た
れ
た
そ
の
時
、
優
し

い
気
持
ち
と
自
分
へ
の
自
由
さ
を

感
じ
る
だ
ろ
う
。

　

私
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

職
場
で
働
い
て
い
る
が
、
あ
る
利

用
者
の
女
性
が
「
私
、
女
ら
し
く

優
し
く
な
り
た
い
ん
で
す
。」
と

作
業
を
し
な
が
ら
よ
く
口
に
す

る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
で

大
声
を
出
し
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
に

陥
る
こ
と
も
あ
る
が
、
落
ち
着
い

て
く
る
と
「
私
、
思
う
ん
で
す
け

ど
、
優
し
い
女
性
に
な
り
た
い
ん

で
す
」
と
ま
た
口
に
し
て
い
る
。

　

彼
女
は
自
分
が
女
性
で
あ
る
こ

と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
が
、
優
し
い
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
、
彼
女
ら
し
く
生
き
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
し
て

　
「
女
ら
し
く
、優
し
く
」
と
言
っ

て
い
た
彼
女
が
、
や
が
て
「
人
と

し
て
優
し
く
」
と
自
然
に
思
え
る

様
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

利
用
者
も
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ

も
、
こ
れ
か
ら
先
も
た
く
さ
ん
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
考
え
悩
み
、
ま
た
、
た
く
さ

ん
笑
い
な
が
ら
社
会
で
生
き
て
い

く
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
。

そ
の
中
で
、「
男
だ
か
ら
…
」「
女

だ
か
ら
…
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お

互
い
を
思
い
や
り
、
ま
た
理
解
し

合
い
な
が
ら
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
価
値
観

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
に

正
直
に
、
か
つ
皆
に
正
面
か
ら
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
る
職
場
の
中

で
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
を
進
め
て
い
き

た
い
。

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

齋
藤
知
惠
子

10
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渡

靜

邊
な
な
みま

い

あ
お
い

み
く

た
い
よ
う

渡

靜

邊
な
な
みま

い

あ
お
い

み
く

た
い
よ
う

渡

靜

邊
な
な
みま

い

あ
お
い

み
く

た
い
よ
う

輝く笑顔
�いちかわみさと
��フォーラム2011

10/23日

市川大門町民会館２階講堂
■  川柳コンテスト表彰式
■「えがりての会」によるパフォーマンス　ほか

問町企画課企画政策係☎ 055-272-1103
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平
成
21
年
12
月
施
行
の
改
正
農

地
法
に
よ
り
、
農
地
の
取
得
要
件

の
下
限
面
積
が
、
町
の
農
業
委
員

会
で
設
定
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

町
農
業
委
員
会
で
は
、
第
８
回

定
例
農
業
委
員
会
に
て
審
議
し
た

結
果
、
２
０
１
０
農
林
業
セ
ン
サ

ス
で
三
珠
地
区
で
30
ア
ー
ル
未
満

の
農
家
が
地
区
の
全
体
の
５
割
を

超
え
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
三

珠
地
区
の
下
限
面
積
を
30
ア
ー
ル

に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
な
お
市
川

地
区
、
六
郷
地
区
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
町
内
の
下
限
面
積
】

■
三
珠
地
区　

40
㌃�

⇨
30
㌃

■
市
川
地
区　

20
㌃（
変
更
な
し
）

■
六
郷
地
区　

20
㌃（
変
更
な
し
）

※
下
限
面
積
と
は

　

耕
作
目
的
で
農
地
を
売
買
・
貸

し
借
り
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第

３
条
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
下
限
面
積
と
は
農
地
法
第
３

条
許
可
を
得
る
た
め
の
一
つ
の
要

件
で
、
当
時
者
は
取
得
す
る
農
地

を
含
め
た
経
営
農
地
面
積
が
下
限

面
積
以
上
な
い
と
許
可
が
お
り
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
農
業
委
員
会

事
務
局
☎
０
５
５
（
２
４
０
）

４
１
５
７

10
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（
三
珠
地
区
）
農
地
取
得
要
件
の
下
限
面
積
が
30
㌃
に
緩
和

　

町
で
は
、
次
に
よ
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

期
間
内
に
、
実
施
医
療
機
関
に
予

約
の
上
接
種
し
て
下
さ
い
。

【
対
象
者
】
接
種
日
に
お
い
て
65

歳
以
上
の
希
望
者�

【
接
種
期
間
】
来
年
１
月
31
日
ま

で
（
接
種
す
る
医
療
機
関
の
診
療

日
を
ご
確
認
下
さ
い
）

※
必
ず
、
希
望
す
る
医
療
機
関
へ

予
約
を
し
て
下
さ
い
。�

【
公
費
負
担
】
町
か
ら
１
人
１
回

の
み
、
２
、０
０
０
円
の
補
助
を

し
ま
す
。
差
額
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。�

【
持
ち
物
】
接
種
券
・
予
診
票
（
水

色
の
用
紙
）、
健
康
保
険
証
、
健

康
手
帳
、
自
己
負
担
金

※
65
歳
以
上
の
方
に
は「
通
知
文
」

「
接
種
券
・
予
診
票
」
を
９
月
末

に
送
付
し
ま
し
た
。

※
60
歳
～
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
害
を
有
す
る
方
（
国
が
定
め
た

者
）
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
希
望
す
る
方
も
対
象
に
な
り

ま
す
。（
要
申
請
）

【
問
い
合
わ
せ
】
い
き
い
き
健

康
課
健
康
増
進
係
☎
０
５
５
６

（
32
）
２
１
１
４

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た

PICK UP



　
　

今
月
の
各
種
相
談

■
巡
回
児
童
相
談
所
⇨
町
い
き
い
き
健
康
課
子

育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

■
教
育
相
談
⇨
町
教
育
委
員
会
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

10
月
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
カレンダーの
見方
休　→　休館日

P ５　→　本誌
５ページに詳細
記事あり

② P ５ → 本 紙
２月号５ページ
に詳細記事あり

※河頭地区の可燃ゴミの収集は金曜日のみです
※祝日でもカレンダーどおりに収集します。
※詳しくは各世帯に配布されたゴミ収集予定表、
　およびゴミ便利帳をご覧下さい。

直通電話番号一覧
【本庁舎】　代�☎ 055-272-1101

企 画 課055-272-1103　総 務 課055-272-1102
財 政 課055-272-6091　町 民 課055-272-1105
税 務 課055-272-1104　福祉支援課055-272-1106
生活環境課055-272-6092　建 設 課055-272-6090
出 納 室055-272-1107　議会事務局055-272-1108
教育総務課055-272-6093　生涯学習課055-272-6094
政策推進室055-272-6095　保育課保育係055-240-4160

【三珠庁舎】

三 珠 支 所055-240-4153　産業振興課055-240-4157
【六郷庁舎】

六 郷 支 所0556-32-2111　いきいき健康課0556-32-2114
【大同出張所】055-272-1504
【防災無線聞き直し】0120-704-553←無料　055-272-7799
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【受付時間・診療科目】
( 土曜 ･日曜日･祝日の受付はありません）
■午前診療科目（受付 AM ８:00 ～ 11:30） 
　内　　　科　⇨　月～金
　循環器内科　⇨　月・火・水・金
　外　　　科　⇨　月～金
　泌 尿 器 科　⇨　月～金
　眼 科　⇨　月・火・金
　皮　膚　科　⇨　月・※水・金
　　※水曜日は不定期です（要確認）
　耳鼻咽喉科　⇨　火 ･ 木 ･ 金
■午後診療科目（受付 PM3:00 まで）
　呼吸器特診　⇨　水曜日
　心臓血管特診　⇨　金曜日［毎月２回］
　脳神経外科　⇨　火曜日
■予約制診療科目

整形外科 ⇨ 月・火・水・木・金（水・木
は午前のみ、金は第１・３・５週）

　婦人科（午後のみ）⇨火・金
※予定が変更になる場合があります。
詳しく は町立病院へお問合せ下さい。
※予約（変更 ･ 取り消し等）の問い合
わせは、専用ダイヤル☎ 055-272-5311

［受付時間］
午後１時～４時（土 ･ 日、祝日を除く）

市川三郷町立病院 ☎ 055-272-3000

子どもの急病や心配ごとの相談は… ■
心
配
ご
と
相
談
⇨
時
間
13
時
30
分
〜
16
時

▽
三
珠
地
区
10
月
19
日
㈬
役
場
三
珠
支
所
１

階
会
議
室
問
町
社
協
三
珠
支
所
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
２
８
８
１

▽
市
川
地
区
10
月
11
日
㈫
町
福
祉
保
健
総
合

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
室 

問
町
社
協
市
川
支
所

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

▽
六
郷
地
区
10
月
11
日
㈫
六
郷
町
民
会
館
問
町

社
協
六
郷
支
所
☎
０
５
５
６（
32
）３
８
４
７

■
行
政
相
談

▽
三
珠
・
市
川
地
区
10
月
11
日
㈫
14
時
〜
16
時 

町
役
場
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
問
総
務
課
庶

務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

▽
六
郷
地
区
10
月
11
日
㈫
14
時
〜
16
時 

六
郷

町
民
会
館
２
階
小
会
議
室
【
問
】
役
場
六
郷
支

所
庶
務
係
☎
０
５
５
６（
32
）
２
１
１
１

■
心
と
身
体
の
な
ん
で
も
相
談
⇨
10
月
11
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
三
珠
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
１
階
診
察
室
・
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階

保
健
室
・
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
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■小児救急電話相談　☎♯ 8000
ダイヤル回線からは☎ 055-226-3369 へ
※受診した方が良いか相談・助言など
■急病時、時間外での小児医の受診
小児初期救急医療センター
☎ 055-226-3399 
※電話相談をしてから受診して下さい。

■内科
診 療日：月曜（午前）/ 火曜（午後）/ 第

１木曜（午後）/ 金曜（午前）/ 土曜（午前）
■整形外科
　10 月�６日㈭午前、20 日㈭午前、
27 日㈭ 午前が診察日です
【診療時間】
　午前９時～正午  /  午後２時～５時

【問い合わせ】
　国保診療所☎ 055-272-7111
　町民課国保老健係☎ 055-272-1105

町営国民健康保険診療所 ☎055-272-7111

■
消
費
生
活
相
談
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）
⇨
10

月
13
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午
・
町
役
場
三
珠
庁

舎
１
階
会
議
室 

問
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

※冊子から�ずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

■ねんきん定期便相談
【 日 時・ 場 所 】10 月 18 日㈫ 9:00 ～
16:00 町役場本庁舎１階大会議室
問町民課国保老健係☎ 055-272-1105

■診療体制
月 火 水 木 金 土

午前 山田 × × 井山 山田 三澤

午後 × 河野 × 小俣 × ×
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　町では、町内に存在する空き家などを有効
活用し、都市住民との交流や定住を促すこと
ができるよう空き家情報登録制度「空き家バ
ンク」を設置しています。
　これまでに、「市川三郷町に住みたい」「空
き家情報を知りたい」といった問い合わせが
多数ありましたが、個人情報保護法により、
こうした問い合わせに答えることができませ
んでした。空き家バンク制度では、賃貸や売
却が可能な町内にある空き家などを所有者か
ら登録していただき、これらの物件情報を希
望者に公開いたします。
　また、町で協定を結んだ㈳全日本不動産協
会山梨県本部、㈳山梨県宅地建物取引業協会
が媒介役として間に入り、交渉から契約等の
手続きをサポートしますので、安心して空き
家が登録できます
　町内に空き家をお持ちの方、また空き家に

ついての情報をお持ちの方は、情報提供にご
協力下さい。また、この制度を利用し移住や
定住を希望する方に、空き家バンク制度への
登録をお勧め願います。

■空き家バンク登録物件（９/23 現在）

①【場所】市川大門
①【物件】土地・建物

②【場所】上野
①【物件】土地・建物

【これまでの成果】

　物件登録：４件
　うち成約：１件
　登録抹消：１件

空き家などを
登録して下さい

町内の賃貸や売却が可能な

市川三郷町空き家バンク制度

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

物
件
所
有
者

市
川
三
郷
町
空
き
家
情
報
登
録
制
度

空
き
家
バ
ン
ク

移
住
す
る
た
め
の
空
き
家
を
探
し
て
い
る

利
用
希
望
者

㈳全日山梨県本部山梨県宅建協会
㈳山梨県宅地建物取引業協会

空き家情報の募集

空き家物件情報の申し込み

現地調査

空き家物件情報の登録

空き家バンク制度の紹介、ＰＲ

空き家バンク利用の登録

空き家の詳細情報の問い合わせや見学

詳細情報の提供

連絡調整、契約交渉連絡調整、契約交渉

協定

■空き家バンク制度の�メージ

【問い合わせ】

町企画課企画政策係☎ 055-272-1103

仲
介
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県下一斉無料法律相談会
　山梨県弁護士会では「県下一斉無料法律相談会」
を開催します。（秘密は堅く守られます）
※申し込み制です。10 月 28 日 ㈮ までに町総務
課庶務係までお申込み下さい。１人 30 分以内、
６人までです。定員になりしだい締め切ります。

【日時】11 月 11 日 ㈮ 午後１時～４時
【場所】役場本庁舎２階第２会議室

問町総務課庶務係☎ 055-272-1102

一日合同行政相談所
　国や県などの行政に対する苦情、要望などを
受け付けます。いずれも相談は無料で、秘密厳
守です。事前の予約は不要です。

【日時】10 月 19 日 ㈬ 午前 10 時 30 分～午後３時
【場所】岡島ローヤル会館８階ゴールドルーム
【相談員】国・県・市の担当者や弁護士、司法書

士、行政書士、税理士など
問総務省山梨行政評価事務所☎ 0570-090110

全国一斉��登記無料相談
　土地家屋調査士会峡南支部（支部長・望月豊隆）
では、登記無料相談会を開催します。

【日時】10 月 22 日 ㈯ 午後１時～４時
【場所】富士川町町民会館
【内容】■土地、建物の表示に関する登記業務全

般■地目変更、合筆、分筆登記■建物の表題登記、
滅失登記■土地の境界に関する相談　他
問山梨県土地家屋調査士会峡南支部☎0556-66-1117

秋の行政相談週間
∽ 10/17 ～ 23 �「秋の行政相談週間」です ∽

　行政相談は、行政に対する苦情や意見・要望
などを受け、その解決や実現を図るもので、行
政相談委員が皆さんの相談を受けます。相談は
無料で秘密は守られます。町では、毎月定例で
役場本庁舎および六郷支所で行っています。（詳
しくは 11 ページをご覧下さい）

問町総務課庶務係☎ 055-272-1102

法務局なんでも無料相談所
　法務局の業務に関するどんな相談にもお答え
します。秘密厳守、事前の予約も不要です。

【日時】10 月 16 日 ㈰ 午前９時～午後３時 30 分
【場所】甲府地方法務局４階会議室
【相談内容】土地・建物・会社等の登記手続き、土

地の境界、相続問題、遺言等、いじめ、体罰  ほか
問甲府地方法務局☎ 055-252-7153

無料相談会のご案内

無料調停相談会
　無料調停相談会を開催します。

【日時】10 月 20 日㈭ 午前 10 時～午後３時
【場所】鰍沢簡易裁判所
【相談内容】交通事故損害賠償関係、土地・建物

賃貸借関係、貸金・売買代金・手形関係、相続財産・
夫婦・家庭内の紛争、サラ金の返済関係  ほか

【相談担当者】民事調停委員・家事調停委員
問鰍沢簡易裁判所☎ 0556-22-0040

多重債務相談会
　関東財務局甲府財務事務所では、多重債務相談窓

口を無料で開設しています。

【相談時間】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）
 午前８時 30 分～正午 / 午後１時～４時 30 分

【場所】関東財務局甲府財務事務所
問関東財務局甲府財務事務所多重債務相談窓

☎ 055-253-2261

不動産鑑定士無料相談会
　10 月は土地月間です。（社）山梨県不動産鑑
定士協会では、土地に関する政策について理解
を深めていただけるよう不動産鑑定士による無
料相談会を行います。

【日時】10 月１日㈯ 午前 10 時～午後３時
【場所】㈳山梨県不動産鑑定士協会（甲府市中央

2-13-20 川上ビル２階）
問㈳山梨県不動産鑑定士協会☎ 055-221-2380
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
成
24
年
度

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
正
規
職
員
（
介

護
福
祉
士
）
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】
介
護
福
祉
士
１
名

【
応
募
条
件
】
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
40
歳
以
下
（
送
迎
者
の
運
転
あ
り
）

【
給
与
等
】
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
給

与
等
に
関
す
る
規
定
に
よ
る

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
作
文
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
資
格
証
の
写
し

【
受
付
期
限
】
10
月
31
日
ま
で
（
平
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
福
祉
保
健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
）
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

町
立
病
院
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
調

理
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
臨
時
調
理
員
１
名

【
勤
務
時
間
】
交
代
制
（
午
前
６
時
〜
午

後
３
時
）（
午
前
10
時
45
分
〜
午
後
７
時

45
分
）

【
応
募
条
件
】
60
歳
ま
で

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
定
を
適
用

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、
健

康
診
断
書

【
受
付
期
間
】
随
時
（
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

【
採
用
予
定
】
随
時

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
立
病
院

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
３
０
０
０

　

町
で
は
、
町
有
住
宅
市
川
団
地
、
町
営

富
士
見
住
宅
、
町
営
落
居
団
地
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
町
有
住
宅
市
川
団
地
（
富
士
見
地
区
）

【
募
集
戸
数
】
２
Ｋ
（
１
戸
）

【
建
築
年
】
昭
和
47
年

【
家
賃
】
月
額
１
５
０
０
０
円

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
町
税
等
の
滞
納
が
な
く
独
立
の
生
計

を
営
む
方

■
町
営
富
士
見
住
宅

【
募
集
戸
数
】高
齢
者
タ
イ
プ
２
Ｄ
Ｋ（
１
戸
）

【
建
築
年
】
平
成
20
年

【
家
賃
】
前
年
中
の
所
得
を
基
に
計

算
し
ま
す
（
参
考
２
０
１
０
０
円
〜

５
３
２
０
０
円
）

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
よ
る
収
入
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
▽
60
歳
以
上
の
単
身

世
帯
▽
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
（
一
方
が
60

歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
）
ま
た
は
高
齢
者
の

み
か
ら
な
る
世
帯
▽
日
常
生
活
を
自
ら
行

う
こ
と
が
可
能
で
、
か
つ
自
炊
が
で
き
る

程
度
に
健
常
で
あ
る
こ
と
▽
現
在
、
他
の

公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と　

他

■
町
営
落
居
団
地

【
募
集
戸
数
】
３
Ｄ
Ｋ
（
１
戸
）

【
建
築
年
】
昭
和
55
年

【
家
賃
】
前
年
中
の
所
得
を
基
に
計

算
し
ま
す
（
参
考
１
４
７
０
０
円
〜

３
３
９
０
０
円
）

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
よ
る
収
入
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
▽
現
在
、
他
の
公
営

住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈

【
募
集
期
間
】
10
月
５
日
㈬
〜
18
日
㈫
（
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分
）

※
入
居
は
11
月
初
旬
か
ら

【
申
込
方
法
】
必
要
書
類
に
所
要
事
項
を

記
入
し
、
本
人
ま
た
は
申
し
込
み
事
情
を

詳
し
く
説
明
で
き
る
方
が
町
建
設
課
ま
で

持
参

【
選
考
方
法
】
市
川
三
郷
町
営
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る

【
問
い
合
わ
せ
】
町
建
設
課
町
営
住
宅
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
０

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
能

力
開
発
の
機
会
と
し
て
、
次
の
と
お
り
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

【
会
場
】
山
梨
県
立
中
小
企
業
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー

■
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
環
境
社
会
）
検
定
対
策
講
座

【
日
時
】
10
月
29
日
㈯
、
11
月
12
日
㈯
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
２
日
間
16
時
間
）

【
内
容
】
▽
地
球
と
自
然
環
境
▽
環
境
問

題
の
実
態
▽
環
境
と
経
済
・
社
会
▽
個
人

の
暮
ら
し
と
の
環
境
問
題　

な
ど

【
受
講
料
】
▽
会
員
６
，
０
０
０
円
▽
会

員
外
９
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
定
員
】
20
名

【
申
込
締
切
】
10
月
21
日
㈮

■
松
の
手
入
れ
教
室

【
日
時
】
10
月
18
日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

【
内
容
】
古
葉
の
も
み
あ
げ
、
小
す
か
し

剪
定
、
荒
ら
す
か
し
剪
定
な
ど
の
実
習

【
受
講
料
】
２
，
１
０
０
円

【
定
員
】
40
名
（
最
小
開
講
人
数
10
人
）

【
申
込
締
切
】
10
月
11
日
㈫

■
障
子
の
は
り
か
え
教
室

【
日
時
】
11
月
15
日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

【
内
容
】
上
手
な
張
り
替
え
の
仕
方
の
基

本
を
実
習
を
と
お
し
て
学
ぶ

【
受
講
料
】
３
，１
5
０
円
（
材
料
費
含
む
）

【
定
員
】
30
名
（
最
小
開
講
人
数
15
人
）

【
申
込
締
切
】
10
月
28
日
㈮

┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県

職
業
能
力
開
発
協
会
総
務
企
画
課
（
丹

澤
）
☎
０
５
５
（
２
４
３
）
４
９
１
６

能
力
開
発
教
室
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

正
規
介
護
福
祉
士
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

町
有
住
宅
・
町
営
団
地
入
居
者
募
集

町
建
設
課

臨
時
調
理
員
募
集市

川
三
郷
町
立
病
院

　『山梨県最低賃金が
改正されます』　

１時間　690 円
（平成 23 年 10 月 20 日発効予定）

詳しくは

鰍沢労働基準監督署☎ 0556-22-3181

山梨労働局賃金室☎ 055-225-2854
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母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
寡
婦
の
方
を

対
象
に
、
仕
事
で
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

ま
た
は
寡
婦

【
日
程
】全
４
日
間（
午
前
10
〜
午
後
５
時
）

▽
基
礎
編
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
▽
応
用

編
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

【
場
所
】
山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
会
議
室

【
内
容
】
▽
就
業
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
操

作
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
文
書

作
成
▽
住
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
た
差

込
印
刷　

な
ど

【
定
員
】
10
名　
【
受
講
料
】
無
料

※
就
学
前
児
童
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

【
申
込
期
限
】
10
月
14
日
㈮

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
㈶
山
梨
県

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
（
２
5
２
）
７
０
１
４　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。http://w

w
w

.16.ocn.ne.jp/
~bokaren/

　

日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
山
梨
支
部
で
は
地
域
に

お
け
る
公
益
活
動
と
し
て
生
活
設
計
、
教

育
資
金
、
住
宅
資
金
、
保
障
設
計
、
年
金
、

金
融
商
品
、
税
金
、
相
続
な
ど
に
つ
い
て

講
演
会
、
体
験
相
談
、
小
学
生
対
象
お
小

遣
い
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
３
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

【
会
場
】
ア
ピ
オ

【
内
容
】
▽
講
演
（
定
員
50
名
・
予
約
不

要
）
▽
体
験
相
談
会
（
定
員
10
組
・
予
約

制
）
▽
お
小
遣
い
ゲ
ー
ム
（
保
護
者
同
伴

の
小
学
生
対
象
・
予
約
制
）

【
問
い
合
わ
せ
】
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
山
梨
支

部
☎
０
５
５
1
（
21
）
２
５
１
３

　

若
者
の
就
職
活
動
を
応
援
す
る
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」
が
出
張
し
、
個
別

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職
業
紹
介
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
お
お
む
ね
15
歳
か
ら
39
歳
ま

で
の
若
年
者
（
失
業
者
、
転
職
希
望
者
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
大
学
生
、
短
大
生
、
専
門

学
校
生
、
高
校
生
な
ど
）

※
生
活
・
就
労
相
談
は
年
齢
不
問

【
日
程
】
10
月
19
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

【
場
所
】
六
郷
町
民
会
館

【
内
容
】
▽
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
定

員
10
名
・
１
人
50
分
程
度
▽
職
業
紹
介（
職

業
相
談
、
求
人
情
報
の
提
供
な
ど
）
▽
職

業
適
性
診
断
（
パ
ソ
コ
ン
や
専
門
職
員
に

よ
る
診
断
）
▽
生
活
・
就
労
相
談
（
生
活

資
金
や
住
宅
問
題
相
談
、
情
報
提
供
）

※
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
希
望
さ
れ
る

方
の
み
予
約
が
必
要
で
す
。

【
参
加
費
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な

し
☎
０
５
５
（
２
３
３
）
４
５
１
０

10
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
の
7
日
間

は
、「
違
反
建
築
防
止
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
期
間
に
は
、
県
内
全
域
で
一
斉
公

開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
県

や
市
町
村
の
職
員
な
ど
が
、
建
築
工
事
現

場
へ
の
立
入
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
物
の
新
築
や
増
築
を
す
る
と
き
に

は
、
原
則
と
し
て
事
前
に
建
築
確
認
を
受

け
、
完
成
時
に
は
、
完
成
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
工
事
中
の

計
画
変
更
は
事
前
手
続
き
が
必
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
建
物
の
規
模
や
用
途
に
よ
っ

て
は
、
中
間
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
書
類
審
査
や
現
場
検
査
制
度

に
よ
っ
て
、建
物
が
安
全
に
出
来
上
が
り
、

違
反
建
築
防
止
週
間

山
梨
県

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
対
象
パ
ソ
コ
ン
講
座

㈶
山
梨
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
全
体
の
安
全
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

違
反
建
築
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

暮
ら
し
と
お
金
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
山
梨
支
部

法務局鰍沢支局の登記事務
取り扱いの一部が、甲府地
方法務局登記部門に移管さ
れます

～来年３月から～

甲府地方法務局鰍沢支局が管轄す
る会社・法人に関する登記事務は、来
年３月 19 日から甲府地方法務局登記
部門で取り扱うことになります。
　会社・法人登記に係る登記事項証明
書、印鑑証明書の交付事務は引き続き
鰍沢支局でも取り扱いますが、登記事
項要約書の交付事務は取り扱いはで
きません。
　なお、不動産の登記事務は、取扱い
の変更はありません。

【鰍沢支局の管轄する地区】富士川町・
早川町・身延町・南部町・市川三郷町

【問い合わせ】甲府地方法務局登記部
門☎ 055-252-7186　甲府地方法務局
鰍沢支局☎ 0556-22-0148

自賠責保険・自賠責共済
有効期限は切れていませんか？！

　自賠責保険・共済は、原動機付自転車を
含むすべての自動車に加入が義務づけられ
ており、自賠責保険・共済なしでの運行は
法令違反です。
　四輪車ももちろんですが、特に、車検制
度のない 250cc 以下のバイクは、有効期限
切れ、かけ忘れにご注意を！
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　災害は人ごと、対岸の火事だと思っていませんか。しかし、
地震や豪雨の多いこの国に住む私たち。いつ起こるか分から
ない自然災害の驚異を知らないはずはありません。だからこ
そ普段の備えが大切なのです。防災の日に合わせ、防災意識
を向上させる取り組みとして、９月４日、防災訓練が各地区
で行われました。今年３月 11 日に三陸沖を震源地とする大
地震が発生し、地震の怖さを改めて知らされるとともに、大
規模地震の発生に備える気運が高まる中での実施でした。ま
た９月 13 日には、県児童館連絡協議会峡南・南アルプスブ
ロック研修会で、起震車を使った地震体験を市川大門町民会
館駐車場で行いました（写真左下）。

防災から減災へ　　　　　　　　各地で防災訓練

地域の話題や情報をお寄せ下さい
総務課広聴広報係☎ 055-272-1101

◀自らの作品の前に立つ依田さん。本町を題材とした作品は、歌舞伎文化
公園からの風景や渡辺青洲の肖像画、篆刻をするはんこ職人などが並んだ

　９月29日までひらしお源氏の館にて、切り絵趣味
の会「丹頂の会」による切り絵展が開催されました。「丹
頂の会」主宰者の依田正直さんは、本町八之尻の出身
で県内各所で切り絵展を催しています。依田さんが切
り絵のモチーフにするのは、ほとんどが地域の風景や
名所旧跡、地場産業の仕事風景。自分の切り絵を見た
人が、ふるさとを見直すきっかけになってくれればと
の想いからです。

切り絵で表すふるさとの風景
「丹頂の会」切り絵展

受賞おめでとう
ございます

■山梨県体育功労者

　　　　佐　藤　正　仁　　氏
　中学校のバスケットボール部顧問と
して、多くの優秀な成績を修め、また
後進の指導をとおし、競技の普及と指
導に尽力したことが評価されました。

■山梨県体育功労者

　　　　込　山　謙　二　　氏
　長年にわたりライフル競技で選手、
指導者として活躍。また山梨県ライフル
射撃協会、ビームライフル部長として、
組織の発展、後進の育成に務めました。

■山梨県体育功労者

　　　　青　栁　哲　夫　　氏
　峡南地域で初の社会人野球チームを
作るなど、地域の硬式野球の発展に尽
力。協会役員として大会運営に携わる
など拡大、指導、育成に寄与しました。

▲消防団、地域防災会による消火栓を使った訓練（左・道林区 / 右・市川 12 区）

▼起震車による地震体験（写真左）/ 峡南消防署によるはしご車を使った救出
訓練（写真右）



正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が明記されていない場合
は、対象からはずさせていただき
ます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え

　「市川に和紙の技術を伝えたのは？」
の答えは②番の「甚左衛門」が正解で

し�。①の新羅三郎義光は甲斐源氏の
祖、②の啓稔乃介なんて人はいません。

　おめでとうございます。次の方が当
選されました。記念品をお贈りします。
オーちゃんさん、小山も�江さん、

望月惠子さん、ショコラさん、くぅ

ちゃんさん

① ラピュタ
② 大川興行
③ トトロ

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名及びペンネーム、年齢、電話番
号、広報の感想や町への意見を書き〒
409-3601 市川三郷町 市川大門 1790-3
市川三郷町役場総務課広聴広報係まで
ご応募下さい。
ims1790@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）10 月 14 日必着

《問題》
～ヒント�広報紙の中に～

　子ども読書活動優秀実践団体�つぎ
のうちどれ？
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の
頃
で
す
。
全
般
的
に
多
雨
な
８
月

で
し
た
が
、
お
盆
さ
ん
の
御
霊
を

送
る
様
々
な
風
習
、
脈
々
と
続
く

４
０
０
年
前
か
ら
の
「
高
萩
の
百
八

灯
」。
人
々
の
想
い
と
と
も
に
流
れ

る
「
楠
甫
の
燈
篭
流
し
」。
親
か
ら

子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
、
そ
の
地
区

の
「
習
わ
し
」
を
大
切
に
思
い
、
そ

の
心
を
大
切
に
せ
ね
ば
と
感
じ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
私
の
地
区
で
は
盆
の

入
り
の
13
日
～
16
日
ま
で
お
墓
に
燈

篭
の
灯
を
点
け
に
い
き
ま
す
。
仏
様

の
留
守
を
お
守
り
す
る
よ
う
に
と
の

こ
と
だ
そ
う
で
す
。（
下
大
鳥
居
／

く
う
ち
ゃ
ん
／
60
代
）

本
が
好
き
な
の
で
、
私
の
一
冊

の
ペ
ー
ジ
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
多
方
面
の
記
事
も

わ
か
り
や
す
く
、
と
て
も
た
め
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
上
野
／
ク
ロ
ち
ゃ

ん
の
マ
マ
／
40
代
）

町
立
図
書
館
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
オ
ス
ス
メ
の
一

冊
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
面
白
か
っ

た
本
、
感
動
し
た
本
、
心
に
残
っ
た

本
を
ぜ
ひ
お
教
え
下
さ
い
。（
町
立

図
書
館
）

朝
夕
は
大
変
涼
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
残
暑
厳
し
い
今
日
こ

本
町
は
、
小
さ
い
な
が
ら

も
地
域
特
有
の
お
祭
り
や

風
習
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
地
域
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
元
の
人
々

の
努
力
の
賜
物
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
燈
篭
流
し
は
写
真
を
撮
る
の
が

難
し
く
、
先
月
号
に
掲
載
の
写
真
も

そ
の
醍
醐
味
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
か
も
。（
広
聴
広
報
係
）

日
夜
、
町
民
の
安
全
安
心
を

守
っ
て
い
る
消
防
団
の
記
事

を
載
せ
て
下
さ
い
。
特
に
今
年
は
全

国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
山
梨
県
代

表
と
し
て
、
先
日
結
成
さ
れ
た
市
川

三
郷
町
女
性
消
防
隊
が
出
場
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
、
取
り
上
げ

て
下
さ
い
。（
高
田
／
の
っ
ぷ
い
の

星
さ
ん
／
50
代
男
性
） 

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
報
道
さ

れ
た
た
め
ご
存
知
か
と
思

い
ま
す
が
、
町
職
員
を
中
心
に
女
性

消
防
隊
を
結
成
し
ま
し
た
。
有
事
の

際
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な

気
配
り
や
対
応
を
期
待
し
て
の
結
成

で
す
が
、
今
年
開
催
さ
れ
る
第
20
回

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場

も
大
き
な
目
的
で
す
。
消
防
団
と
し

て
男
性
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
町
で

も
行
い
ま
す
し
、
一
昨
年
に
は
県
大

お
便
り

会
に
峡
南
支
部
の
代
表
と
し
て
本
町

消
防
団
第
８
分
団
が
出
場
し
ま
し

た
。
し
か
し
女
性
消
防
隊
の
全
国
大

会
へ
の
出
場
は
、
旧
市
川
大
門
町
の

大
同
婦
人
消
防
隊
が
平
成
９
年
に
出

場
し
て
以
来
14
年
ぶ
り
で
す
。
女
性

消
防
隊
は
６
月
か
ら
週
２
回
、
９
月

か
ら
は
週
３
回
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が

終
わ
り
次
第
練
習
し
、
本
大
会
は
10

月
19
日
に
横
浜
市
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
当
日
の
様
子
は
ま
た
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。（
広
聴
広
報
係
）

▼頑張れ！なでしこ消防隊！
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三珠地区住民健康診断
【受付時間】午前８時～ 10 時 30 分
【場所】三珠健康管理センター
【日程�対象地区】

10/21 ㈮ 上野・川浦・樋田
10/22 ㈯ 町屋
10/23 ㈰ 北区・南区
10/24 ㈪ 上ノ原・道林・大塚桃林橋・下河原
10/25 ㈫ 上野桃林橋・矢作・下九一色

【持ち物】『健康診断のご案内』封筒一式
　　　　保険証　他

※ 町国保以外の保険の扶養家族で、特定健診を受け
る方は「特定健康診査受診券」を必ずお持ち下さい。

※ 町国保以外の保険に加入している方は特定健診
は受けられません。がん検診のみ受診可能です。

※ 封筒記載の「持ち物チェックリスト」をご覧下さい。
※  65 歳以上の結核検診も上記の日程で行います。

結核検診受診票を忘れずにお持ち下さい。
■□■ 今からでも申し込みできます ■□■

日程 時間 場所 対象地区

10/18 ㈫
10:00 ～ 11:30 落居３･４区公民館 落居

13:30 ～ 14:30 楠甫公民館 楠甫

10/19 ㈬
9:30 ～ 11:30 六郷ふれあい

センター
原、上手方、細田、文京、岩間平

13:30 ～ 14:30 上仲、下仲、下町、下河原

10/20 ㈭
9:30 ～ 10:30 宮原公民館 宮原、河頭、葛篭沢

11:00 ～ 11:30 鴨狩津向公民館 鴨狩津向

■ 特定健診の結果、メタボリックシン
ドロームやその予備群に該当した方
は、別の日程になります。該当する
方は 10 月７日までに個人あてに通
知します。指定された日時にお越し
下さい。

■ 胸部レントゲンだけの受診の方は対
象外です。異常が見つかった方には
後日お知らせします。

■ 対象地区を指定していますが、ご都
合のつく会場にお出かけ下さい。

【持ち物】▶「住民健康診断のご案
内」の黄緑色の封筒（受診番号が
貼ってあります）▶健康手帳

住民健康診断結果説明会

　次の日程で健康診断結果説明会を開催します。
※ 10 月 11 日までに、町から結果が送付されない方は必ずお越し下
さい。

■六郷地区住民健康診断結果日程

■□■経口ポリオ生ワクチン
【対象者】接種当日、生後３カ月以上 90 カ月未満の児
【日程・場所】受付時間：いずれも午後１時～１時 30 分

　10/５ ㈬ 　市川大門町民会館
　10/26 ㈬　 六郷ふれあいセンター
　11/ ２㈬　 三珠健康管理センター
　11/24 ㈭　 市川大門町民会館

【持ち物】予防接種予診票・母子手帳・体温計
■□■ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
※国保診療所では、当面の間接種を見合わせています。
■□■子宮頸がん予防ワクチン
　新�に小６、高３相当の方の接種を全額助成します。

※  H24/4/1 以降の接種は全額自己負担となります。
※ 対象者には７月に通知を送っています。
■□■麻しん、風しん予防接種

【対象者】▪第１期⇨１歳以上２歳未満の児▪第２
期⇨５歳以上７歳未満の児▪第３期⇨中学１年生▪
第４期⇨高校３年生の年齢相当の方
▪修学旅行などの学校行事�して海外に行く場合

�、高校２年生に相当する方でも接種ができます。

※ 学校行事で海外に行くなどの事情がない場合は、
18 歳となる日の属する年度に接種して下さい。

※  H25/4/1 以降の接種は全額自己負担となります。
※ 17 ～ 18 才の期間に１回接種して下さい。
※ 予診票兼接種券は接種が済むまで保管して下さい。
※対象者には６月下旬に通知しています。
■□■二種混合（ジフテリア破傷風混合ワクチン）
■□■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチン）
■□■日本脳炎
詳しくは７月号９ページをご覧下さい。

～　予防接種　～

【期間】来年１月 31日まで（期間外は実費になります）
【対象】平成 24 年３月末日現在で 20 歳以上の女性
【自己負担金】  ■頸部検診 1,500 円　 ■頸体部検診

2,200 円（医師が必要と認めた方のみ）
【持ち物】すでに送付済みの受診票、保険証

※ 今から受診を希望される方は健康増進係まで連絡
をお願いします。

※クーポン券対象の方は必ずクーポン券を持参して下さい。
★☆★ 今からでも申し込みできます！ ★☆★

～　子宮がん検診　～

※高齢者�ンフルエンザ予防接種が始まりまし�。詳細�９ページをご覧下さい



　朝夕、日ごとに涼しくなり過ごしやすい季節
がやってきました。秋といえばやはりスポーツ。
山登りやハイキング、仲間と一緒に球技 etc.…。

「スポーツの秋」というくらい体を動かすこと
が心地よい季節ですね。「これから運動を始め
よう！」と考えている方も多いはず。でも張り
切って運動してみたものの、翌日起きたら激し
い筋肉痛が…。ということもしばしば。そんな
ときに大事なのが、スポーツ前後に行うスト
レッチなどの軽い運動です。
　まずは筋肉痛が起こる仕組みについて説明し
ます。筋肉痛は、長時間激しい運動をしたとき
などに、筋肉の組織が傷つくことで起こりま
す。組織を修復するために分泌される物質が、
神経を刺激することによって「痛み」が生じま
す。特に伸縮性収縮の状態、つまり運動によっ
て力を入れた状態で筋肉が引き伸ばされること
で、筋肉痛が起こりやすいと言われています。
筋肉は「縮む」のは得意ですが、「伸ばす」の
は苦手です。例えば綱引きや、重い荷物をゆっ
くり下ろす動作などは筋肉痛になりやすい動き
です。
　筋肉痛にならないために重要なのは「運動前・

運動後に筋肉をほぐすこ�」です。筋肉をほぐ
すのにはストレッチやジョギングなどが有効で
す。ストレッチやジョギングをすることで、運
動前には筋肉を慣らし、運動後には筋肉の緊張
がほぐれるため組織が傷つきにくくなり、筋肉
痛の元となる物質の分泌が抑えられるのです。
　さらにストレッチは、使った筋肉の疲労改善
につながるほか、柔軟性も高めてくれます。
　毎回ストレッチやジョギングをするのは面倒
かもしれません。しかし、筋肉痛を防ぐ一番の
近道は「運動前後の軽い運動」です。ぜひ心が
けて下さい。
　誰もが一度は体験する筋
肉痛。その原因を知り、予
防法を身につけて筋肉痛に
悩むことなく、快適に運動
を楽しみましょう！

（保健師）大木綾

筋肉痛を防いでスポーツの秋

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

いきいき健康課☎ 0556-32-2114
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■対象日に都合がつかない方は、いきいき健康課
子育て支援係までご連絡下さい。

■□■４カ月児・７カ月児健診
【�き・場所】10/４㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 23 年３月、６月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル
■□■10カ月児・13カ月児健診

【�き・場所】10/20 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 22 年９月、12 月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル
■□■１歳６カ月児健診�⇨�三珠・市川地区の方対象

【�き・場所】10/13 ㈭  市川大門町民会館
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 22 年１～３月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表
■□■２歳児歯科健診�⇨�全地区の方対象

【�き・場所】10/18 ㈫  三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 21 年９～１１月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、普段使用の歯ブラシ

～　乳児・幼児健診　～

■ 10/ ４㈫ 三珠健康管理センター１階機能訓練室
■ 10/12 ㈬ 六郷ふれあいセンター
■ 10/20 ㈭ 市川大門町民会館１階保健室

【受付時間】午前 10 時（時間厳守）
　※発行にはおおよそ２時間かかります。

【持ち物】印鑑
　※発行は原則として直接本人に限ります。
　※お急ぎの方は子育て支援係までご連絡下さい。

～　母子健康手帳の発行　～

※場所はいずれの回も市川大門町民会館
■１回目　10 月７日㈮　午後１時 30 分～

【場所】市川大門町民会館１階和室
【内容】母乳について、出産前後の心構えと具体的な方法
【持ち物】母子健康手帳
■２回目　10/28 ㈮　午後１時 30 分～

【内容】楽なお産のための妊婦体操とリラックス法
【持ち物】母子健康手帳、１回目で配布したテキスト

～　母親学級　～

※いきいき�つらつ貯筋教室・ヘル�アップ教室日程��ベントカレンダーをご覧下さい



　10 月の開催日（日付順）

11日（火）三珠庁舎
12 日（水）本庁舎
13 日（木）六郷庁舎

午前９時～正午

総務課広聴広報係☎ 055-272-1101　
三 珠 支 所 庶 務 係☎ 055-240-4153
六 郷 支 所 庶 務 係☎ 0556-32-2111

今月の試合日程

10/1 � 13�00 ～/1 � 13�00 ～1 � 13�00 ～�00 ～00 ～～ vs 川�川� in 小�小�

10/15 � 13�00 ～/15 � 13�00 ～15 � 13�00 ～�00 ～00 ～～ vs �大��大� in 大�市大�市

10/23 ㈰ 13�00 ～�00 ～00 ～～ vs �水�水 in ��市��市

今シーズンの戦績【６勝６分 14 敗・第 16 位（9/20 現在）】

節 相手 勝敗 12 横浜 ● 0-4-44 ２ 福� ● 0-1 21 山形 ● 1-3

1 磐田 ● 0-1-11 13 山形 △ 1-1-1 ４ 新潟 ○ 2-1 22 浦和 ○ 3-2

7 神戸 △ 1-11-11 14 川� △ 2-2-22 ３ �水 ● 1-2 23 鹿島 △ 1-1-1

8 柏 ● 1-2-22 15 鹿島 ○ 1-0-00 ５ Ｇ大� ○ 4-3 24 名古屋 ● 1-4-44

9 大宮 △ 1-1 16 �大� ● 0-2-22 ６ 浦和 ● 0-2 25 仙台 ● 1-2

10 広島 △ 1-1-11 17 仙台 ● 0-4-44 19 神戸 ● 2-4 26 福� ○ 2-1

11 名古屋 ○ 3-1-11 18 柏 ● 1-4-44 20 広島 ● 0-2 27 Ｇ大� ？

■ J1 残留への正念場 ! とにかく頑張れヴァンフォーレ！応援に行こう！

第５回いちかわみさと
健康と福祉のつどい

【�彰】▪むし歯のない５歳児▪高齢者よい歯 8020 ▪ 88
歳以上で共に元気なご夫婦▪ 90 歳以上で自他共に認め
る元気な高齢者▪自殺防止標語入選者

【その他】▪健康体操▪デイケア作品販売▪就労支援事業
所作品販売・年金相談

11月６日日 AM9:45 ～
歌舞伎文化公園ふるさと会館
■講演会 講師 小山明子さん（女優）
　『介護うつを乗り越えて
　　　　　夫・大島渚を支えた15年』
舞台や映画を中心に女優として活躍。1996 年、
夫の大島渚氏（映画監督）が脳卒中で倒れ、女
優業から距離を置いて夫の介護に専念。完璧な
介護をしようとしたばかりに、介護疲れから「う
つ病」を発症し、入退院を繰り返したが克服した。
介護の厳しさと喜びを知りながら、ひたむきに夫
と向き合ってきた小山さんのお話は、勇気と感動
を与えてくれます。

【問い合わせ】町福祉支援課☎ 055-272-1106 町町民課☎ 055-272-1105 町いきいき健康課☎ 0556-32-2114

※託児、託老もあります。
［要予約］町いきいき健康課☎ 0556-32-2114
ま��「みんなの広場・市川三郷」☎ 090-7715-2025 まで

10/30日�
印章篆刻表彰 / 地場産業体験 / ステージ
イベント / 市川三郷音頭披露 / 屋台 / 子ど
も遊びコーナー など

六郷小学校グラウンド

「六郷の里つむぎの湯」�のコラボ企画で
お祭りのあ��温泉でゆっくり

雨天決行
荒天時中止�はんこ日本一

六郷の里
秋まつり

AM10:00
��～ PM3:00

問市川三郷ふるさ�秋まつり実行委員会事務局（町産業振興課内）☎ 055-240-4157

�■町防災無線の
　�����聞きなおしダイヤル
　　フリーダイヤル��☎ 0120-704-553
�������������������☎ 055-272-7799

きき な�お�し    ゴーゴーみさと

⇩切り取って電話機の近くに貼るなどしてご利用下さい⇩

フリーダイヤル以外は通常の通話料金が発生します


